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している。このうち α平滑筋アクチン (α8MA) と h1 カルポニン (CP) は筋上皮細胞に，ケラチン 14 (K14) は筋
上皮細胞に加えて導管基底細胞にも特異的であるとされているが，現在までのところ分化途上の筋上皮細胞における
これら蛋白質の発現については明らかではな L 、。
多形性腺腫に代表される唾液腺腫壌を構成する腫虜性筋上皮細胞の多くが 8-100蛋白質 β サプユニット (8-100 ß) , 
ビメンチン (VM)，グリア線維性酸性蛋白 (GFAP) といった成熟筋上皮細胞にはみられない蛋白質を発現するが，
これらの蛋白質が分化途上の未熟な筋上皮細胞に発現されているかどうかについても明らかにされていない。
以上の理由から分化途上の筋上皮細胞による α8MA， CP, K14 , 8-100β ， VM, GFAP の発現を免疫組織化学的に
検索した。検索対象動物としては唾液腺ならびに筋上皮細胞の発生の詳細が最も明らかにされているラットを用いた。




胎生18-21 日，生後 0-35日および成熟齢 (4 -6 か月)の 8D 系ラットを使用した。生後齢のものは全て雄を用
いた。抱水クロラール (20mg/l00g体重)麻酔を施した妊娠母親ラットから胎児を取り出し，その頭頚部を得た。
また同麻酔下の生後齢ラットから耳下腺，顎下腺，舌下腺を得た。これらの材料は methacarn で室温36時間， ある
いは 4%パラホルムアルデヒド (PFA) で 4 0C一晩固定した。一部の生後齢ラットは PFA による濯流固定を行い，
唾液腺を摘出した。摘出した唾液腺は PFA でさらに 4 0C一晩固定した。 methacarn 固定した臓器組織はノマラフィン




ホルマリン固定パラフィン包埋された正常唾液腺を含む多形性腺腫標本から切片を作製し， Curren と Gregory (1 




すべての唾液腺において筋上皮細胞には α8MA， CP, K14のみの発現が認められ， 8-100 ß , VM , GFAP の発現
は認められなかった。
顎下腺と舌下腺では胎生19日に，耳下腺では胎生21 日に初めて CP の発現が認められた。 α8MA の発現開始はす
べての唾液腺で CP より一日遅れた。 K14は舌下腺では胎生21 日，耳下腺では生後 5 日で初めて一部の筋上皮細胞に
発現が認められた。その後もK14の発現は一部の筋上皮細胞に限られたままであった。顎下腺では成熟ラットで初め
て一部の筋上皮細胞にK14の発現が認められた。 K14の発現は線条部および排出導管の基底細胞にも見られ， これは











胎生18日，耳下腺で胎生20日頃にその分化が始まり，顎下腺と舌下腺で胎生20-21 日，耳下腺で生後 1 日頃にマイク




胞は heterogenous 細胞で，少数のK14陽性のものと多数のK14陰性のものの 2 種類あることが明らかになった。













その結果，未熟な筋上皮細胞には α平滑筋アクチンと h1 カルポニンが分化初期から，ケラチン 14が終末部分泌装
置の確立時から発現した。これら筋上皮細胞は，各大唾液腺の発生に伴いそれぞれの唾液腺で特異的な分布を示した。
また多形性腺腫における腫傷性筋上皮細胞の多くが h1 カルポニンを発現することが明らかになった。
本研究結果は従来電子顕微鏡でのみ可能であった分化初期の筋上皮細胞を光学顕微鏡でとらえることを可能にし，
これにより唾液腺の発生に伴う筋上皮細胞の動態に関して新しい知見を与えるとともに，唾液腺腫虜の臨床病理学的
検討に有望な手段を提供した。
従って本研究者は博士(歯学)の学位を取得する資格があるものと認めるo
ー惨
円。にυ
